
 
 
 
 
 
 

地域清掃 
１２月６日（木）、たてわり班で分担して、学

校の周りのゴミを拾いました。毎年計画してい

るのですが、昨年度は、雨天のため中止になり

ました。 
今年も、朝のうちは小雨が降り、実施が危ぶ

まれましたが、予定していた開始時刻を１時間

遅らせて実施できました。家からトングを持っ

てくる子もいて、朝から、子どもたちは、張り

切っていました。実施できて本当に良かったと

思います。 
各班の分担は、以下の通りです。 
１班・・・・汐入郵便局から汐入交番付近まで。 
２班・・・・学校から遠藤八百屋さん、パンプキンを通って、スリーエフ付近まで。 
３班・・・・メルキュールホテル周辺 
４班・・・・学校からどぶ板通り入口まで 
５班・・・・学校から緑が丘下まで 
６班・・・・学校から学校通りを通って、交番付近まで 

汐入の周りは、ゴミと言っても、それほどありません。しかし、この時期なので、落ち

葉がすごかったです。 
子どもたちがゴミや落ち葉を拾っていると、地域

の方が声をかけてくださいます。今回、１時間遅れ

にしたことで、開店したお店の方々にもお声をかけ

ていただき、子どもたちの励みになりました。 
学校周辺の落ち葉は、本校の用務員も掃いていま

すが、ご近所の方にも毎日のように掃いていただい

ています。そういったご近所の方々にも、学校は守

られているのだと感じます。 
「いつもありがとうございます。」と感謝の言葉

を伝えると、「いえいえ、いいんですよ。いつも春

になると、素敵な景色を楽しませていただいていま

すから。」という温かいお言葉が帰ってきました。 
 

汐っ子のよさ 
汐入小学校の子どもは、よい子ばかりです。学校の中にいるとなかなか気づくことがで

きないのですが、学校以外の方からの言葉で、改めて気づくことがあります。 
とてもうれしいことなので、いくつかご紹介します。 

学校評価保護者

アンケートは、

１３日しめきり

です。子ども 1
名につき、1 枚

です。よろしく

お願いします。 
 



①６年生の児童ボール大会 
 先週の水曜日に、桜小学校で汐入・沢山・逸見・

桜の４校の６年生が集まって、サッカーとバスケッ

トボールの試合を行いました。これは、毎年６年生

が、中学校に行ってスムーズに交流ができるように

と行っているものです。 
 試合の結果も、２連勝と良かったのですが、ある

先生から、 
「汐入の子どもたちは、応援の仕方がいいですね。」 
と言われました。私が見ていても、６年生の応援の声は、味方を励ましたり、動きを伝

えたりする声援が多かったように感じました。また、試合後、審判の先生から、 
「汐入小は、マナーがいいね。」とも言われていました。 

②５年生の環境教室 
 ５日（水）の３校時に５年生の教室で、東京ガスの方の出前授業がありました。５年

生は、総合的な学習で「環境」をテーマに取り組んできました。今までにも、日産の燃

料電池車に乗ったり、横浜の環境エネルギー館に見学に行っ

たりしています。 
 私は見ていて、今回の出前授業の内容は、５年生の子ども

たちにとって、ちょっと難しかったのではないかと感じまし

た。 
 しかし、授業終了後、講師の先生にお話を伺うと、 
「あんなに、静かに最後までしっかり聞いてくれる学校は、

なかなか無いです。」 
と言っていただきました。５年生の粘り強さに感心しました。 

③４年生のアイマスク体験 
 ７日（金）の３校時に４年生の教室で、アイマスク体験の授業がありました。「ハンド

アイズ」というボランティア団体の方が講師になって、授業をしてくださいました。今

回は、目の不自由な方の気持ちを少しでも理解できるように、また、少しでも手助けが

できるようにということで、アイマスクをして、実

際に歩いてみました。さらに、視覚障害者の方から、

直接お話を聞きました。 
 授業の後、授業をしていただいた方々にお話を伺

うと、 
「とてもよくお話をきいてくれました。」 
「質問が、他の学校では出ないような深い内容があ

りました。」 
 あとで担任に聞いてみると、以下のような質問で

した。「いつごろから目が見えなくなったのですか？」「点字を覚えるのに、どれくらい

かかったのですか？」「食べるときは、自分で食べられるのですか？」「目が見えなくて

困っていることはどんなことですか？」 
 どの質問も、自分の身に置き換えて考えたからこそ出てくる質問だと思います。 

④朝のあいさつ 
 毎朝、学校通りに立って、児童の登校の安全を見守ってくださる方から言われました。 
「校長先生、子どもたちは、しっかりあいさつできますね。あの男の子は、ずっと向こう

の方から大きな声で言ってくれるのですよ。」 
 恥ずかしそうに会釈するだけの子もいますが、気持ちは通じています。子どもたちから

元気をもらっているという声も聞きます。 


